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第一号議案

提案事業の申請および令和6年度地域の駐車・交通対策実施計画の改定

1.地域の駐車・交通対策の概要

0 池袋地区駐車場地域ルール運用マニユアルにおいて、運用協議会は、地区の特性に応じた

駐車施設の整備の促進及び適用地区における駐車施設の効率的な活用等のため、地域ルール

の適用を受ける事業者が負担する地域貢献協力金を原資として、「地域の駐車・交通対策」

を実施するものとしている。

△において0 地域の駐車・交通対策の実施にあたっては、 の

昼

もって 画としてにこし の

いる。

【地域の車・交通対策の枠組み】
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提案事業

車・交通対
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画を作成・年度毎に協力金を活用した駐車・交通対策
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2.提案事業の申請

令和6年9月12日の「第2回池袋地区駐車・まちづくりマネジメント推進協議会」において、

令和6年度の提案事業として、以下2件が承認可決された。

提案事業の名称

( 1 )
【変更申請】

令和6年度荷さぱきルール啓発活動

サンシャインパーキングと連携したまち恋か

回遊促進事業
(2)

社也域の駐車・交通対策助成金交付申請(提案事業)】

(1)令和6年度荷さぱきルール啓発活動

く提案夢業様式一3:変更

池袋地永駐東・

会長近藤

まち6くりマネジメン

正イ様

交付申請額

(当初申請額) 2,170942円

(変更申請額) 1,981310円

令和5年9月12f1付けの判定結果通知占で採訳い六がいた捉案脚業の内容に変更が生しましたので

下記のとおり印荊Lます

札を避.協議会

提案事業1"訥者

氏鳥また吐名称

代表新の職・氏名

550,000円

捉案邪業

助成金交付決定額

亭業の開鉛及び売了予定雉男1ヨ

変更前

令和6イ「、4j1111 ・、令和7年・】ナ! 3 1 罷予定

田ルール胸知活動謝礼一午1皿

②ポスティング〔.自1 ・川入)→"二1回

③:Kステーング(ポスティング〕,年11旦1

@ポスター(レイアウト・印卸n

ー'、4:4 00枚・ A3,↓ 0 0枚・ U I :21女

狗悔害川省保険一年1・

佃車状況調煮→環状5の1、線貨物寧専用駐東枠の駐中払況訊晝変史事項

⑦一般東両東抑制横断幕一実施

変璽後 以Fの迎り、夷施回数や内容を変更寸る。

①ノレール周知活動謝礼一典20

②ボスザイノグ(印刷・ナ1人)一年21可

③ポスティング(ポスティング)一午2回

゛).Kスター(レイアウト・印彫!)-BI:5 放

⑤傷害損害保険→峠2珂

伺駄車状批餌支→グリーソ大通りにおける駐車状況鶚査

@一般庫両駐車抑制横断幕一東実施
注意)本様式ば 2部(正市及び副水)儷出してくださV
庁」途、疫史め内界に間する釦妥等を祇付Lてくだき、、

亥更申請

南北区道圃辺荷气ばきルーレ 1 ム

会妥菅澤省吾

0) 右称

令兵】6年9n 60

令和6"痩荷さぱきルール呼発所

円

訟

2,1 7 0.942



(2)サンシャインパーキングと連携したまちなか回遊促進事業

<提案事業様式一4:助成金交付申諦>

池袋地区駐車場地域ルール運用協議会

理事長簸栄一郎様

地域の車・交通対策助成金交付申請(提案)

令和6年9月12日に開催された「第2回池袋地区車・まちづくりマネジメント椎進協議会」におい

て、別添「判定結果通知書」のとおり採択されましたので r池袋区駐・まちづくりマネジメントガイ

ドラインに墓づく提案事業として、下記のとおり申請します。

提案事業申請者住所

氏名または名称

代表者の職・氏名

提

々郭 6年1 " 2S 三

案

地

事業の尾的及び内容

事業に要ずる予算総額

助成金交付申額

事業の開始及び完了予定年月日

寮京都江東区新木場 1.28.13

叩1正'ER 風PRESS 株式会

代表取締役平山幸司

事

寒

サンシャインパキングと連携したまちなか回遊促進事業

池袋地区内

池袋エリアの回遊促遜に向け、駐車堤のモビjティハプとしての
効果を検する

550,0 00円

550,000円

令和6年11月1日~ 令和7年!月31日

部署:怖1,LEREXP票ESS株式会社池袋営業所

氏名:佐々木俊治

:03.5957.1060

E・mail:如三bih丑ru.6郎a距@M11eT.cojp

記

申 諦者連絡先

【注意)宰撫式は,2部(本及び舌11')提出してください.
別途、事樂の内客に閑する圍霄梯を添付してください。

価考

3 提案事業説明資料

(1)令和6年度荷さぱきルール啓発活動・・・「月味氏1」参照

(2)サンシャインパーキングと連携したまちなか回遊促進事業・・・賜蛛氏2」参照

称名の業
画

亭案

十



4

(1)運用マニユアル改定検討の経緯

現在の運用マニユアルでは、駐車施設を隔地で設置する場合、たとえ1台であっても当該敷地

から隔地先駐車施設までの動線計画において、交差点負荷の検証を実施することを義務付けて

いる。

しかしながら、隔地する台数規模が小さい場合は、交差点負荷が軽微であるにも関わらず、「交

差点調査」「負荷の解析作業」などに要する費用が申請事業者側の大きな負担となの、地域ルー

ル適用申請への大きなハードルとなっている。

自主事業(運用マニュアルの改定に向けた調査)

(2)用マニユアル改定の目的

交差点解析の必要性を整理し、検証の対象範囲を明確にすることで、地域ルールの適用申請を

促し、不要な駐車施設整備を抑制することや既存駐車施設の活用を促すことを目的とする。

当検証作業に伴う運用マニユアルの改定は、本協議会の活動の主旨である「良好な交通環境を

有する歩行者優先のまちづくりの推進」に資するものであることから、地域貢献協力金を活用し

た「自主事業」として実施する。

(3)運用マニユアル改定の効果

》小規莫僖夕地50orr1 満案件の申請促進

》不要な駐車場整備の抑制

》隔地契約の推奨に伴う既存駐車場の有効活用

》申請数の増加に伴う歳入増

》歩行者優先の都市空間の実現縛舛也内整備は貨物・障害者のみ

(4)地域ルールにおける交差点解析の条件検証ロジック

検証フロー

地域ルール適用エリア内の

「主要な交差点」の状況確認

(主要な交蓑点の選定)

選定した各交差点の

許容量を数値化

(既存データでの検証)

各交差点における許容に

「支障が無い」ことを確認

(「支が無い」ことの譚勵

エリア内の建替えに伴い発生する「隔地」の台数

※RC構造の標推設,汁用年数65年

※将来20年(R26年度)までに

13の建替えを想延

歩行者空間の連続性確保)

・「小規模」及び件寺定路線沿道の中小規模」は交差点解析を不要

・隔地が発生した際の各交差点への累積計上台数上限を設定管理し上限値まては交差点解析才不要

なとの条件検証を実施

「ーーーーーーー

内、「小規模」+「特定路線沿道の中小建築物」

における騨也台数

※小規模:敷地曲積50omボ満

隔地距離を考慮し各東西工りア内を分割し、発生

するr隠也」の台数を周辺の主要交差点へ加味

(西、東、東油でのエリア毎に集計0『

西、東+東池て計)

=



(ロジックイメージ)

小規模および特定路線沿道では、この先約20年問(R26年度)で00台の隔地の発生を想定

広域交通に関わる主要交差点への支障なし

想定期間内であれば、小規模および特定路線の中小規模案件は交差点解析不要

(検

【都条伊n

の余 1

(主要な交差点)

場出入の乱

駐

【地域ルール】

口の平準化

駐出入口の

1由

慨佳

ロ、 .、.ー^,●●.",●...
^..t .ー'.、.、

※特定路線は、「良好な交通環境を有するまちづくのの実現に向けて、歩行者を最優先する路線」

快適な歩行環境やまちなみの連続性を確保するため、駐車施設を隔地に設置し、駐車施設の

出入口の設置を抑制していくことを推進する。

0出
地蟻ル、ル逓用エリア

待定銘線
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5 令和6年度地域の駐車・交通対策実施計画の状況について

※令和5年9月末時点の法人会計現金預金一約9,000万円

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

令和6年度

L

提案事業

'^^^^^^^^^^^

予算(50%以下)

450万円

の駐車・交通対

推進協議会よの3件

自主事業

1荷さぱきルール啓発活動

(助成申請額)

1981310円

施画

^^^^^^^^^^^^

②サンシャインパーキングと

連携したまちなか回遊促進事業

(助成申請晝動

550ρ00円

予算(50%)

450万円(上限 150万円/件)

助成事業

3 「s-park」での満空情報発信

に伴う効果検証

(助成申請額)

1200,000円

1一般社団法人化の検討に伴

う行政書土への業務依頼

(助成申請額)

132,000円

2件

予算(10%以下)

900万円

2運用マニユアルの改定に向

けた調査

(助成申請額)

3300,000円

計 3731,310円

(残) 768,690円

募集中

(R69末時点予定なし)

令和6年9月12日の r第2回池袋地区駐車・まちづくりマネジメント推進協議会」において、利用

状況に応じて事業費を増額する可能性も含めて採択された。そのため、利用状況に応じて、1,000,000円

を上限として増額申請を認めるものとする。事業者から増額申請の申出が成された際は、地域ルール運用協

議会および運用委員会に決議(書面による決議を含む)を諮り、承認を経た上で予算の増額を行う。

本事業は 1 件あたのの予算上限額(1,500,000円)は適用し恋い。(第 12回理事会で承認済)

計 3,432ρ00円

価劣 1,068,000円

令和6年度助成の

を開始しましたー

メニユーの^を してい圭す以下、 4つの

E捻礁卜11
写^,乳,虞r卑

^ーエ亀^

賞^゛1'■殴事

と司J↓ι,^L帥
LT ^,↓ι晶ユ門ーユ
ネ園Lt●,,,之^^

「使われていない駐を宥効活応し丸い」
r駐内にスロープを鐙したい」

モんなときはぜひ卜仲蝕慮メニューの活用をご検討くたさ、、1

"り,コリ.゛

異町骨■ι'尋ユ凡一工電■●

r令励0尊段^註■・交討卑助塵事霊●魯雲堪」モご口罫くだ寸、、
勾庶■決建には専豆安男L■す

aぱ6
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第二号議案

令和7年度地域の駐車0交通対策実施計画(案

1.令和7年度地域の駐車・交通対策の実施計画(案)

(1)枠組み

※令和6年9月末時点の法人会計現金

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

提案事業

L-ーーー_ーーーー

令和7年度地の駐車・交通対

予算(50%以下)

1ρ00万円

金一約2億円

地域ルールの効果証やルールの見直しを適切に実施していくため、令和7年度以降は、「自主事

業」の予上限額を設定しない。

自主事業

【実施内容】 1提案事業(ガイドラインの課題への対応)

【実施予算客動 1,000万円

日

まち"くつ>也'発地区

マ不フメントガドライン

施画

予算(50%)

1ρ00万円(

助成事業
ーーーーーー 1

晶里,^U,高こ寓!玉."'コ哩

^

「助成事業」の上限一150万円件)

予算(10%以下)

2,000万円

0

訂

4-
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喜
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【実施内容】 2自主事業

【実施予算^動 1,000万円(③助成事業を含む)

A 交通環境改善事業の実施

事内容

実施場所

実施要件

内容

運用協議会が主体となり、交通環境の改善や向上のために必要な物品の購入や交通安全

施設の設置などの交通安全対策及び利便性向上策を実施する

地域ルール適用範囲周辺

池袋地区駐車場地域ルール運用協議会にて採択されたもの

B 駐車交通課題解消に資する調査の実施
内容r=

業内容運用協議会が主体となり、交通量調査、駐車場実態調査、路上駐車台数調査などの駐車

交通課題解消に資する調査を実施する

実施場所地域ルール適用範囲周辺

実施要件池袋地区駐車場地域ルール運用協議会にて採択されたもの
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【実施内容】③助成事業

【実施予算☆動 1,000万円(②自主事業を含む)

A 共同荷さぱき駐車施設活用促進助成(既存駐車施設)

助成内容

助成比率

助成対魚

助成条件・上限

共同荷さぱき駐車施設をよの多く活用してもらうための対策に要する費用を助

成する

実施に要する費用の100%

地域ルール適用地区内の既存駐車施設

別途要綱で定めるものとする

B 共同荷さぱき駐車施設整備助成(既存駐車施設)
C三

助成内容

助成比率

助成対

助成条件・上限

既存駐車施設の駐車マスを改変して、共同荷さぱき駐車施設を整備するのに要

する費用及ぴ関連設備費用の一部を助成する

実施に要する費用の100%

地域ルール適用地区内の既存駐車施設

別途要綱で定めるものとする

C 集約駐車施設整備助成(既存駐車施設)

助成内容

助成比率

助成対・

助成条件・上限

既存駐車施設の駐車マスを改変して、集約駐車施設を整備するのに要する費用

及ぴ関連設備費用の一部を助成する

改変に要する費用の100%

地域ルール適用地区内の既存駐車施設

別途要綱で定めるものとする

D ハリアフリー化への整備助成(既存駐車施設)

助成内容

助成比率

助成対

助成条件・上限額

内容

既存駐車施設における移動制約者対応として、バリアフリー経路の整備、障害者

用駐車マスへの改変に要する費用を助成する

実施に要する費用の100%

地域ルール適用地区内の既存駐車施設(個人宅の既存駐車施設は除く)

別途要綱で定めるものとする

王r
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2.提案事業の申請

令和6年9月12日の「第2回池袋地区駐車・まちづくりマネジメント推進協議会」において

令和7年度の提案事業として、以下1件が承認可決された。

提案事業の名称 交付申請額

令和7年度荷さぱきルール啓発活動 1,163,422円

【地域の駐車・交通対策助成金交付申請(提案事業)】

<提案事業様式 4:助成金交付申請>

令和6年10月3日

池袋地区駐車協1也励レール超用憐議会

理事長箴条一郎様

地域の駐車・交対策助成金交付申謂(事業)

令和6年9月12日に期催された「 2回池袋地区駐車・まち6<",ネジメント推進協識会」に郭
いて、別添 r判定結果通知婁」のと鴬り採択されましたので「地区駐庫・まちづくりマネジメントガ

イドライソ」に甚dく提案事業として、下記のと畠り申請します。

記

提案業申諸者

氏名または名称

代表者の職・氏名

提

提案事業の名称

案

叶

南北区道問辺荷さぱきルール運用諮議会

会長管'吾

事

事業の目的及ぴ内容

事業に要tる予総額

助成金交付申請額

事業の朋始及び完了予定年月日

面

業

令和7年度南北区道周辺荷さぱきルールー活動

(地畠地番)東池袋南北区道周辺

(住曇畿示)東池袋1丁目20付近

南北区通周辺の荷さぱきルール適用工りア内の
「荷さほきルールの知を辰的とした啓発活励

1,163,422円

1,163,422円

令和7年4月 IB~令和8年2月28日予定

部署:南北区道周辺荷さぱきルール運用協議会事務局

氏名:木下透

井上理

電話:03-4566-2635

E.血ヨ虹:t卯N.01,kin四11i捻@iw,如8、i血日'1目.jp

の訊五・52・inoU砲dw.切B、イM9.如卿,OJP

地

申請者

(注毒)本嫌式は、 2部(正本及〔柵伴)提出して』い0
卿途、案の内客,関寸る回書募を添付してください

絡先

備考



3 提案事業説明資料

「別紙1」参照

4 令和7年度地域の駐車・交通対策実施計画の状況について

※令和6年9月末時点の法人会計現金預金一約2億円

令和7年度地の駐車・交通対策施画

提案事業

予算(50%以下)

1,000万円

自主事業

推進協議会より1件

①令和7年度荷さぱきルール啓発活動

(助成申請額)

1,163,422円

予算(50%)

1,000万円(「助成事業」の上限一150万円件)

助成事業

^

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^

※提案事業の案件候補

令和6年度提案事業「サンシャインパ

ーキングと連携したまちなか回遊促進

事業」の検証によの、効果が確認でき

た場合は、駐車場と多様なモビリティ

(シエアサイクル、 LUUP等)との連

携事業が考えられる。

予算(10%以下)

2,000万円

(残 8,836,578円

^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^^
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